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例 23 例を用いて腫瘍 VH 遺伝子の塩基配列を決定し、解析した。得られたデー
タは既報のヨーロッパ症例および米国症例のデータと比較した。 
アジアの症例で用いられた VH 遺伝子は VH3(19 症例)と VH4(4 症例)ファミ
リーに属していた。VH3-23 は 5 例で用いられ、VH3-7 と VH3-21 がそれぞれ 3例
で用いられていた。これら 3 つの VH 遺伝子は症例全体のほぼ半分（11/23 例）
を占めた。次いで VH3-11 と VH3-30(それぞれ 2 例)が用いられていた。VH 遺伝
子の体細胞超突然変異率はいろいろで、0.0％から 14.9％に及んでいた。6例に
おいて変異率は 2％以下で、これらの症例では変異が陰性と考えられた。ヨーロ



















子 VH 領域の解析は腫瘍 B 細胞の免疫的性質を明らかにするために有用であり、腫瘍が特有な VH 遺
伝子を使用していれば、それは腫瘍発生に特有な抗原刺激が関与していることを示唆する。また体細
胞超突然変異は胚中心ないし後胚中心起原の B 細胞の分子マーカーである。 
【方法】著者らはアジア人における皮膚辺縁帯リンパ腫の免疫学的な特徴を明らかにするため
に、アジア人症例 23 例を用いて腫瘍 VH 遺伝子の塩基配列を決定し、解析した。得られたデータは
既報のヨーロッパ症例および米国症例のデータと比較した。 
【結果】アジアの症例で用いられた VH 遺伝子は VH3(19 症例)と VH4(4 症例)ファミリーに属し
ていた。VH3-23 は 5 例で用いられ、VH3-7 と VH3-21 がそれぞれ 3 例で用いられていた。これら 3
つの VH 遺伝子は症例全体のほぼ半分（11/23 例）を占めた。次いで VH3-11 と VH3-30(それぞれ 2
例)が用いられていた。VH 遺伝子の体細胞超突然変異率はいろいろで、0.0％から 14.9％に及んでい
た。6 例において変異率は 2％以下で、これらの症例では変異が陰性と考えられた。ヨーロッパ症例
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